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上腕 かいな／きゃな／けぁな

胸 むなもど／むなぐら／
あんばら／こごろ

鳩尾 みずおどし

乳首 つっつ／ちっち／つっつぶ

へその緒 へちょ／べべそ／べべちょ　　　

肘の裏 ひっかーめ

手の甲 てのかいし／てのごーら／
てっかー／てのべら

親指 おでゆび／おーゆび／
おどゆび

小指 すりゆび／こでゆび／
こどゆび／ここゆび

手首 てぶす

手のひら てのはら／てのくぼ／
てのふぇら

ひとさし指 ひとさし

からだ かばね／
じゃま／すこ

痩せたからだ やせから

あたま かぶり／かっさ／
こーべ／こんべ

後頭部 うすろくど

髪 かんこ／
かめけ／けぶか

腕 うんで

腹 ほっぱら／どっぱら

胃 い／え／り

腸 さすくろ／ごだまぐ／
しゃぐひろ／ひゃぐひろ

股 まった

股間 またぐら／またねぁ

膝頭 ひざかぶ／しざかぶ／ひさこび／
ひんじゃかんぶ

女性器 おかんず／おけぁこ／
かぇゃっぱぇ／べっけぁ

すね すねから／すっつね／
すっぱげ

かも／きびちょ／しじ／
へのご／ふぇのご

太もも よた／よろた／ももた

足の甲 あすのべら／あすべら

向こう脛 むがつね／もごーつね／
もごーつね

くるぶし くろこぶし／くろごぼす

かかと あぐど

内臓 ごじょ／
ごじょわだ／はらわだ

男性器

① 
身
体
部
位
の
名
称
　―

前
面―

 

青
森
県
・
岩
手
県

① 

身
体
部
位
の
名
称
　―

前
面―

 

青
森
県
・
岩
手
県
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顔立ち つらつき／がんまく／そーけ

ひとみ くろたま／じんじょ／ほし

なみだ めつる／めつろ／
めっちり／なんだ

上あご あけ°た

下あご おとかﾟい

くちびる くちべら／くちべろ／
くずびら　

あご あぐ／あき°た／
おどけ゜ぁ

目玉 まなぐたま

目 まなご／まなぐ

唾 べろ／すったぎ／
たんぱぎ／たんぺ／よんだり

たん ねっぺ

ほくろ あざ／あざっこ

よだれ よだげ／べろながし／
あすた／べろ

口蓋垂 のどすずこ／のどすっこ

舌 べろ／しっこ／
すた／すった

眉毛 かおのけ／このげ

後頭部 うすろくど

額 でなずき／してぁ／ひたぇこび

顔 つら／めん

頬 ほったぶ／ほーぺだ／ほっかえ

臀部 けつたぶ／しりたぶ／
しりべた

はだし はんだし／
はったし／からあし

肛門 すとんけ／ずぼ／
めど　　

ふくらはぎ こぶら／こむら／
こんぶら

ひかがみ（膝の裏側）

ふかがみ／ひかがめ／ひっかーめ

尻 けつ／けっつ

旋毛 まきめ／うずまぎ／すむず

背中 へなが／しぇなが

背骨 へぼね

ぼんのくぼ うしろくど／
うしろこんずき

首 くぴた／くびた／くんひた

肘 ひずつり／ひずぶす

内腿 うずもも
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宮
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・
福
島
県

① 

身
体
部
位
の
名
称
　―

前
面―

 

宮
城
県
・
福
島
県 腕 うんで

胸 むなめぇ

手の甲 てのこば／てさし

親指 おでゆび

鳩尾 みずおどす／みずおとし

乳首 つっつ／つっこくび

手のひら てのししゃ／てのっしゃ／
てっしゃ／てひら

へその緒 へそなわ　　　

からだ ぬき／ねったい／
ずうてえ

痩せたからだ やせっぽ／やせがり　

あたま かぶ／びんずる／
かっしゃ／つぶり

髪 けぷっこ／びんこ／
けぶく／つぶりけ

上腕 かいな／けぇな 股 まった

股間 またぐら／またねぁ

膝頭 しじゃかぶ／ひざかぶ／
ひじゃかぶ／ひんざかんぶ

女性器 べっちょう／ほど

すね すねから／しっぱげ／
すっぱげ／がんつね

男性器 すんつこ／へのご／えも　

太もも ももた／もんもね／
ももった

向こう脛 もごすね／すねかぶ

くるぶし くろぶす

かかと あくど／あぐど

腹 どっぱら／すたぱら（下腹部）

胃 えぶぐろ

腸 ほぼほぼ

内臓 ごぞわだ／ごんぞわだ
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県
・
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旋毛 まぐめ／まきめ

背中 しぇなが

臀部 しびた／しっぺた／
けっつたぶ／
しりのほーたぶ

肛門 けっつめど　　　　　　

ぼんのくぼ ぼんのごど／
ぶんのくど／どんのぐぼ

ふくらはぎ こむら／ふくろはぎ

ひかがみ（膝の裏側） しかか゜み

首 くぴた／くぴったま／くびった

尻 けっつ／けっつぽった／
けっつぺった

肘 しずつり／ひじこぎ

顔立ち かおだで

眉毛 こーのけ／まみげ

額 なずき／してえ

頬 ほっぺった／ほーたぶ／
ふうべだ

ひとみ まなぐたま／しとみ

くちびる くずびら／くづびる／
くちべろ　

あご あぐた／おどけ°ぁ

目 まなぐ

唾

たん たんぺ／たんこせ／
たんこせん

ほくろ くろぽす／ほそび

舌 べろ

すたぎ／つわ／たっぺ
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せき

さぶき

しわぶき

しゃぶぎ

しぇぎ

しゃんぶぎ
せぎ
げっぽ

青森・岩手 宮城・福島

吐き気・嘔吐

げづほづ（吐き気）

げほげほ（吐き気）

むれめぐ（吐き気）

ごだばぎ（嘔吐）

げろ

こったばき（嘔吐）

青森・岩手 宮城・福島

　東北地方で使われるいろいろな語彙から，
①いろいろな症状，②皮膚の症状，③感覚，④動作
を表す語の一部を紹介します。

②
い
ろ
い
ろ
な
症
状

②
い
ろ
い
ろ
な
症
状 嘔吐（おうと）する

ほぎだす

いなぎだす

げふらげふらずぅ

くんだす

もどす

あげる

青森・岩手 宮城・福島

げっぷ

青森・岩手 宮城・福島

げふげふ
げふり
げっぷ

げふり

しゃっくり

青森・岩手 宮城・福島

ぎっくり
けっくり
げっくり

きっくり

けっくり

くしゃみ

青森・岩手 宮城・福島

あくしょん

あくしぇん

あくせん

はくせん

あくしょう

あくしょん

青森・岩手 宮城・福島

下痢・腹痛

はらやき

はらはしり

はらっぴり

はらとけ

はらぴり

はらとげ
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③
皮
膚
の
症
状

③
皮
膚
の
症
状

やけど

やけ

やけぱた

やげひっちり

やけぱた

やげばた

やげっぱだ

かんちゅ

かんかじ

かんぱじ

青森・岩手 宮城・福島内出血

青森・岩手 宮城・福島

ぶち

ぶっち

ぶずつ

くろじ

くろなじみ

くろなじり

ぶちる

あざ

青森・岩手 宮城・福島

あじゃ

あんじゃ

あざ

湿疹

たむし

ほろし

つぼろす

しち

くさっぽ

青森・岩手 宮城・福島あかぎれ

あぎれ

あぎり

ひび

あかぎれ

あかがり

しび

青森・岩手 宮城・福島

しもやけ

しみぱれ

しんぱれ

すみぱれ

ゆきやけ

しもやげ

ゆきやけ

青森・岩手 宮城・福島

かさぶた

かさぴた

かっちゃ

むしめぐ

かさぴた

かさこ

青森・岩手 宮城・福島

すりむく

ひったぐる

ひっこぐる

ふたぐる

すっこぐる

すっこくる

青森・岩手 宮城・福島
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④ 

動 

作

　
④ 

動 

作

しゃがむ・うずくまる

つつこまる

ちゃんつこまる

ちゃがまる

へっつくばる

こごむ

ちゃがむ

しゃっかがむ

青森・岩手 宮城・福島

座る

ねまる（座る）

ひじゃつぐ（正座する）

ひざおる（正座する）

ひざたでる（正座する）

ねまる（座る）

ひざつぐ（正座する）

ひざまぐ（正座する）

びたぐらかく（胡座をかく）

青森・岩手 宮城・福島

つまづく

けっつまづぐ

けっつまげる

ふまぐりがえす

けっつまぐれる

つまける

けっまづく

つんのめる

青森・岩手 宮城・福島

あおむけになる

ぬぐるけーす

ねぐりけぁる

ぬくのかえす

のっけかーる

ふんぞりげぁる

青森・岩手

あおにかえる

あおるげになる

おんのげになる

宮城・福島

すべる

すなべる
すべくる
すべらくる

すんなめる

すめる

青森・岩手 宮城・福島

宮城・福島

ころぶ

おけぁる

おきゃーる

おっかーる

かっころぶ

つっころぶ

のめくる

すってん

（転ぶさま）

おっけぇる

ぶっかえる

されごろぶ

ずんのめる

ずっこける

でんぐる

おぢょちる

でっころぶ

青森・岩手 宮城・福島

踏み外す

ふっぱどす

かぱずす

ぐらかえる

ぐらきゃぁる

とっぱずす

青森・岩手 宮城・福島

乗る

のさる

ぬさる

のはる

青森・岩手

のさる
ぬさる
ぬる
うっちける

宮城・福島
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⑤ 

感 

覚
暑い

ぬぎ

ぬぐい

むす

むしめぐ

あずえ

うむれる

おもれる

えぎれる

青森・岩手 宮城・福島

疲れた

青森・岩手

こやぇ

こわぇ

こあぇ

せこせこずぅ

宮城・福島

こえ

こえぇ

こわぇ

がおった

つかっちゃ

（汚くて/濡れて）不快な感じがする

青森・岩手 宮城・福島

きたなしい

きたなしない

やばつい

やばつなえ

やばちい

きたなばしい

ちたならすえ

きったねぇ

やばしい

冷たい

さこい

さっこい

しゃっこい

はっけ

つみだぇ

しゃっこい

しゃっこえ

ひゃっこい

つむて

青森・岩手 宮城・福島

心配する

青森・岩手 宮城・福島

くする

くぁあまる

あんずる

あずる

きーもむ

しんぺぇー

あじる

もっくやみする
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東北方言オノマトペ用例集



  東東北北方方言言のの特特徴徴╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌  

 

１．方言を分類すると…（方言区画） 
 

■「方言区画論」 

 方言学では，方言の音韻・アクセント・語彙・文法などによ

る方言区画が試みられました。p.155 は東條操(1953)によるも

のです。 
 

■北奥方言と南奥方言 

 東北方言は，おおまかに，北と南に分かれるとされています。 

 現在の県境と異なる方言境界は，岩手県内の北部（旧南部藩

地域）と南部（旧伊達藩地域），山形県の内陸部と沿岸部にあり

ます。この冊子で扱う地域には，岩手県に境界線があり，方言

にも違いがみられます。そこで，本文の「単語帳」で「旧伊達

藩」「旧南部藩」などと記しました。 

 北奥方言や南奥方言において

も地域によって方言が異なるた

め，さらに詳細な区分が試みら

れています。 
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  東東北北方方言言のの特特徴徴╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌  

 

１．方言を分類すると…（方言区画） 
 

■「方言区画論」 

 方言学では，方言の音韻・アクセント・語彙・文法などによ

る方言区画が試みられました。p.155 は東條操(1953)によるも

のです。 
 

■北奥方言と南奥方言 

 東北方言は，おおまかに，北と南に分かれるとされています。 

 現在の県境と異なる方言境界は，岩手県内の北部（旧南部藩

地域）と南部（旧伊達藩地域），山形県の内陸部と沿岸部にあり

ます。この冊子で扱う地域には，岩手県に境界線があり，方言

にも違いがみられます。そこで，本文の「単語帳」で「旧伊達

藩」「旧南部藩」などと記しました。 

 北奥方言や南奥方言において

も地域によって方言が異なるた

め，さらに詳細な区分が試みら

れています。 
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  東東北北方方言言のの特特徴徴╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌  

２．発音（音声・音韻） 
 

 方言学では，発音を精密に書き表すことをめざして音声記号

を使っています。しかし，この冊子では，一般の方にとっての

読みやすさを優先し，ひらがなを使って表記しましたが，かな

は，方言の発音と一対一で対応しないため，注意が必要です。 

 ここでは，この冊子で使ったかな表記と対応させながら，伝

統的な東北方言の発音の特徴を説明します（発音はカタカナで

表記し，一部に［］に入れた音声記号を併記します）。 

 

■母音のイ・ウは，中間的な音で発音されることがあります。 

 煤 獅子 寿司 

共通語 スス シシ スシ 

東北方言 スィスィ 
 

 知事 地図 

共通語 チジ チズ 

東北方言 ツンズィ 

 

■母音のイ・エは，中間的な音で発音されることがあります。 

 鯉 声 息 駅 

共通語 コイ コエ イキ エキ 

東北方言 コィエ ィエギェ 

■連母音は，アとエの中間音(エァ)またはエと発音されること

があります。一つの音のように短く発音したり，長く伸ばし

て発音したりします。 

アイ 貝 浅い 無い 

共通語 カイ アサイ ナイ 

東北方言 ケァ／ケ アセァ／アセ ネァ／ネ 

 

アエ 帰る 苗 前 

共通語 カエル ナエ マエ 

東北方言 ケァル／ケル ネァ／ネ メァ／メ 

 

■ガ行音は鼻濁音で発音されます。呼気が鼻に抜ける発音です。 

 上がる 着替え 本が 

共通語 アガル[agaɾɯ] キガエ[kigae] キガ[kiga] 

東北方言 アガル[aŋaɾɯ] キガエ[kiŋae] キガ[kiŋa] 

※鼻濁音はカ゜キ゜ク゜ケ゜コ゜のように表記されることもあります。 

 

■ダ行音・バ行音の前にごく短いンまたは鼻音が発音されるこ

とがあります。 

ダ行音 肌 窓 

共通語 ハダ [hada] マド [mado] 

東北方言 ハンダ[handa] マンド[mando] 

 

バ行音 指 油 壁 

共通語 ユビ[jubi] アブラ[abuɾa] カベ[kabe] 

東北方言 インビ[imbi] アンブラ[ambɯɾa] カンベ[kambe]
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２．発音（音声・音韻） 
 

 方言学では，発音を精密に書き表すことをめざして音声記号

を使っています。しかし，この冊子では，一般の方にとっての

読みやすさを優先し，ひらがなを使って表記しましたが，かな

は，方言の発音と一対一で対応しないため，注意が必要です。 

 ここでは，この冊子で使ったかな表記と対応させながら，伝

統的な東北方言の発音の特徴を説明します（発音はカタカナで

表記し，一部に［］に入れた音声記号を併記します）。 

 

■母音のイ・ウは，中間的な音で発音されることがあります。 

 煤 獅子 寿司 

共通語 スス シシ スシ 

東北方言 スィスィ 
 

 知事 地図 

共通語 チジ チズ 

東北方言 ツンズィ 

 

■母音のイ・エは，中間的な音で発音されることがあります。 

 鯉 声 息 駅 

共通語 コイ コエ イキ エキ 

東北方言 コィエ ィエギェ 

■連母音は，アとエの中間音(エァ)またはエと発音されること

があります。一つの音のように短く発音したり，長く伸ばし

て発音したりします。 

アイ 貝 浅い 無い 

共通語 カイ アサイ ナイ 

東北方言 ケァ／ケ アセァ／アセ ネァ／ネ 

 

アエ 帰る 苗 前 

共通語 カエル ナエ マエ 

東北方言 ケァル／ケル ネァ／ネ メァ／メ 

 

■ガ行音は鼻濁音で発音されます。呼気が鼻に抜ける発音です。 

 上がる 着替え 本が 

共通語 アガル[agaɾɯ] キガエ[kigae] キガ[kiga] 

東北方言 アガル[aŋaɾɯ] キガエ[kiŋae] キガ[kiŋa] 

※鼻濁音はカ゜キ゜ク゜ケ゜コ゜のように表記されることもあります。 

 

■ダ行音・バ行音の前にごく短いンまたは鼻音が発音されるこ

とがあります。 

ダ行音 肌 窓 

共通語 ハダ [hada] マド [mado] 

東北方言 ハンダ[handa] マンド[mando] 

 

バ行音 指 油 壁 

共通語 ユビ[jubi] アブラ[abuɾa] カベ[kabe] 

東北方言 インビ[imbi] アンブラ[ambɯɾa] カンベ[kambe]
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■母音にはさまれたカ行子音は，ガ行子音で発音されます。 

 赤 池 底 

共通語 アカ[aka] イケ[ike] ソコ[soko]

東北方言 アガ[aɡa] ィエギェ[iɡe] ソゴ[soɡo]

 

■母音にはさまれたタ行子音は，ダ行子音で発音されます。 

 肩 鉢・八 跡 

共通語 カタ[kata] ハチ[hatɕi] アト[ato] 

東北方言 カダ[kada] ハズィ[hadʑi] アド[ado] 

 

■キの発音に特徴があります。他の地域の人には，キスまたは

チシに聞こえることが多いと言われています。 

 木 来た・北 気温 気球 

共通語 キ キタ／ キオン キキュー 

東北方言 

キス／ 

チシ 

[kɕɨ] 

キスタ／ 

チシタ 

[kɕɨta] 

キスオン／

チシオン 

[kɕɨoŋ] 

キスキスュ／

チシチシュ 

[kɕɨkɕjɯ] 

 

■拍・リズムに特徴があります。長音・撥音ン・促音ッの音が

短く発音されたり，省略されたりすることがあります。  

 東京 新聞 切手（を）貼った 

共通語 トーキョー シンブン キッテハッタ 

東北方言 
トキョ／ 

トキスョ 

シブ／ 

スィンビゥ 

キテハタ／ 

キステハタ 

╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌東東北北方方言言のの特特徴徴   

３．アクセント（単語の抑揚） 
 

 共通語は，アクセント（高低の発音）による単語の区別があ

ります。 

 青森県・岩手県では，アクセントによる単語の区別がありま

す。ただし，共通語とは違う種類のアクセントが使われていま

す。 

 宮城県・福島県では，アクセントによる単語の区別をしませ

ん。アクセントで単語の区別をする地域出身の人には，ときど

き，全く別の単語に聞こえることがあります。 
 

アクセントによる単語の区別 

共通語 
青森県・ 
岩手県（旧南部藩地域）

岩手県（旧伊達藩地域）・
宮城県・福島県

区別あり 区別あり 

（ただし，共通語とは違う

種類のアクセント。地域

差もある） 

特に区別なし 

 

［例］   （  ：高く発音する部分。地域によって異なります） 

 共通語 岩手県 宮城県・福島県 

後ろ ウシロ ウシロ （特に区別しない） 

頭 アタマ アダマ （特に区別しない） 

裸 ハダカ ハダカ （特に区別しない） 
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■母音にはさまれたカ行子音は，ガ行子音で発音されます。 

 赤 池 底 

共通語 アカ[aka] イケ[ike] ソコ[soko]

東北方言 アガ[aɡa] ィエギェ[iɡe] ソゴ[soɡo]

 

■母音にはさまれたタ行子音は，ダ行子音で発音されます。 

 肩 鉢・八 跡 

共通語 カタ[kata] ハチ[hatɕi] アト[ato] 

東北方言 カダ[kada] ハズィ[hadʑi] アド[ado] 

 

■キの発音に特徴があります。他の地域の人には，キスまたは

チシに聞こえることが多いと言われています。 

 木 来た・北 気温 気球 

共通語 キ キタ／ キオン キキュー 

東北方言 

キス／ 

チシ 

[kɕɨ] 

キスタ／ 

チシタ 

[kɕɨta] 

キスオン／

チシオン 

[kɕɨoŋ] 

キスキスュ／

チシチシュ 

[kɕɨkɕjɯ] 

 

■拍・リズムに特徴があります。長音・撥音ン・促音ッの音が

短く発音されたり，省略されたりすることがあります。  

 東京 新聞 切手（を）貼った 

共通語 トーキョー シンブン キッテハッタ 

東北方言 
トキョ／ 

トキスョ 

シブ／ 

スィンビゥ 

キテハタ／ 

キステハタ 

╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌東東北北方方言言のの特特徴徴   

３．アクセント（単語の抑揚） 
 

 共通語は，アクセント（高低の発音）による単語の区別があ

ります。 

 青森県・岩手県では，アクセントによる単語の区別がありま

す。ただし，共通語とは違う種類のアクセントが使われていま

す。 

 宮城県・福島県では，アクセントによる単語の区別をしませ

ん。アクセントで単語の区別をする地域出身の人には，ときど

き，全く別の単語に聞こえることがあります。 
 

アクセントによる単語の区別 

共通語 
青森県・ 
岩手県（旧南部藩地域）

岩手県（旧伊達藩地域）・
宮城県・福島県

区別あり 区別あり 

（ただし，共通語とは違う

種類のアクセント。地域

差もある） 

特に区別なし 

 

［例］   （  ：高く発音する部分。地域によって異なります） 

 共通語 岩手県 宮城県・福島県 

後ろ ウシロ ウシロ （特に区別しない） 

頭 アタマ アダマ （特に区別しない） 

裸 ハダカ ハダカ （特に区別しない） 
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  東東北北方方言言のの特特徴徴╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌  

４．文法（助詞，受身・時制・推量・勧誘など） 
 

■助詞「が」「は」は，短く「ぁ」と発音されたり，省略された

りします。直前の名詞と融合して発音されることもあります。 

 ［例］おれぁ 昨日，病院さ 行ってきた。（俺は病院に行ってきた） 

    おら  昨日，病院さ 行ってきた。（   〃    ） 

 ［例］えだぁ 折れだんだが？（枝が 折れたのか？） 

    えだ  折れだんだが？（    〃    ） 
 

■助詞「を」は，省略したり，代わりに「ば」「どご」を使った

りします。 

 ［例］俺 

    俺ば   乗せてってけろ。（俺を 乗せて行ってくれ） 

    俺どご 
 

■順接を表す「～たら」や「～なら」に相当する表現には，次

のようなものがあります。 

 ［例］雨が降ったら，俺は行かない。（共通語） 

    雨ぁ 降れば，おれぁ 行がねぁ。（青森県・岩手県） 

    雨ぁ 降ったらば，おれぁ 行がねぁ。（宮城県・福島県） 

    雨ぁ 降ったれば，おれぁ 行がねぁ。（岩手県） 

 ［例］行ったら，会は終わっていた。（共通語） 

    行ったっけぁ，会ぁ終わってだ。（青森県･岩手県･宮城県） 

    行ったれば，会ぁ終わってだ。（青森県・岩手県） 

 ［例］手紙を書くなら，きれいな字で書け。（共通語） 

    手紙 書がば，きれんたずで 書げ。（青森県・岩手県） 

    手紙 書ぐんだらば，きれなずで 書げ。（宮城県） 

 
■逆接を表す「～けれども」に相当する表現には，「ども」「げ

んちょも」などがあります。 

 ［例］寒いけれども，我慢しよう。（共通語） 

    さみんども，がまんすべ。（青森県・岩手県） 

    さみげんちょも，がまんすっぺ。（宮城県・福島県） 
 

■過去の受身表現「～られた」は，次のように発音することが

あります。 

 ［例］先生に おごらっちゃ。（先生に 怒られた）（主に福島県） 

    お母さんに 言わっちゃ。（お母さんに 言われた） 
 

■過去の表現には，いろいろな種類があります。 

 ［例］孫ぁ きた。  （単純な過去） 

       きたった。（過去の思い出し。現在はいない） 

       きたっけ。（話し手が直接体験した過去の思い出し） 

       くるっけ／くっけ。（話し手が，過去に同様の出

来事を見たことがあり，今後も同様の出来事が

起こる可能性がある） 
 

■特に，動詞「居る」の使い方に特徴があります。文脈※によ

って，「いだ」が現在／過去を表します。また，「いだった」

で過去を表します。 

 ［現在］孫ぁ こごさ いだ。  （ここに いる／いた） 

 ［過去］孫ぁ こごさ いだった。（ここに いた）（今はいない） 

 ［現在］（玄関で）おばちゃん，いだが？（いるか？） 

 ［過去］（玄関で）さっきまで いだったが？（いたか？） 

 ※文脈：「昨日」「今」などの時間を表す語や，会話の流れや意味を指す。 
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  東東北北方方言言のの特特徴徴╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌╌  

４．文法（助詞，受身・時制・推量・勧誘など） 
 

■助詞「が」「は」は，短く「ぁ」と発音されたり，省略された

りします。直前の名詞と融合して発音されることもあります。 

 ［例］おれぁ 昨日，病院さ 行ってきた。（俺は病院に行ってきた） 

    おら  昨日，病院さ 行ってきた。（   〃    ） 

 ［例］えだぁ 折れだんだが？（枝が 折れたのか？） 

    えだ  折れだんだが？（    〃    ） 
 

■助詞「を」は，省略したり，代わりに「ば」「どご」を使った

りします。 

 ［例］俺 

    俺ば   乗せてってけろ。（俺を 乗せて行ってくれ） 

    俺どご 
 

■順接を表す「～たら」や「～なら」に相当する表現には，次

のようなものがあります。 

 ［例］雨が降ったら，俺は行かない。（共通語） 

    雨ぁ 降れば，おれぁ 行がねぁ。（青森県・岩手県） 

    雨ぁ 降ったらば，おれぁ 行がねぁ。（宮城県・福島県） 

    雨ぁ 降ったれば，おれぁ 行がねぁ。（岩手県） 

 ［例］行ったら，会は終わっていた。（共通語） 

    行ったっけぁ，会ぁ終わってだ。（青森県･岩手県･宮城県） 

    行ったれば，会ぁ終わってだ。（青森県・岩手県） 

 ［例］手紙を書くなら，きれいな字で書け。（共通語） 

    手紙 書がば，きれんたずで 書げ。（青森県・岩手県） 

    手紙 書ぐんだらば，きれなずで 書げ。（宮城県） 

 
■逆接を表す「～けれども」に相当する表現には，「ども」「げ

んちょも」などがあります。 

 ［例］寒いけれども，我慢しよう。（共通語） 

    さみんども，がまんすべ。（青森県・岩手県） 

    さみげんちょも，がまんすっぺ。（宮城県・福島県） 
 

■過去の受身表現「～られた」は，次のように発音することが

あります。 

 ［例］先生に おごらっちゃ。（先生に 怒られた）（主に福島県） 

    お母さんに 言わっちゃ。（お母さんに 言われた） 
 

■過去の表現には，いろいろな種類があります。 

 ［例］孫ぁ きた。  （単純な過去） 

       きたった。（過去の思い出し。現在はいない） 

       きたっけ。（話し手が直接体験した過去の思い出し） 

       くるっけ／くっけ。（話し手が，過去に同様の出

来事を見たことがあり，今後も同様の出来事が

起こる可能性がある） 
 

■特に，動詞「居る」の使い方に特徴があります。文脈※によ

って，「いだ」が現在／過去を表します。また，「いだった」

で過去を表します。 

 ［現在］孫ぁ こごさ いだ。  （ここに いる／いた） 

 ［過去］孫ぁ こごさ いだった。（ここに いた）（今はいない） 

 ［現在］（玄関で）おばちゃん，いだが？（いるか？） 

 ［過去］（玄関で）さっきまで いだったが？（いたか？） 

 ※文脈：「昨日」「今」などの時間を表す語や，会話の流れや意味を指す。 
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■「居る」の「いだ」と同じように，文脈※によって，「～て(い)

だ」が過去／現在を表します。共通語で継続を表す「～てい

る」の過去形「～ていた」と同じ形です。また，地域によっ

ていろいろな発音になります。 

 ［例］弟 来てた／ 

      来てだ／ 

      来てら。    （弟が来ている／弟が来ていた） 

 ［例］雪 降ってた／ 

      降ってだ／ 

      降ってら。   （雪が降っている／降っていた） 

 ※文脈：「昨日」「今」などの時間を表す語や，会話の流れや意味を指す。 

 

■「～て(い)だった」で過去を表します。また，地域によって

いろいろな発音になります。 

 ［例］弟ぁ 来てぁった／ 

       来てたった／ 

       来てだった／            （今はいない） 

       来てらった。     （弟が来ていた） 

 ［例］雪ぁ 降ってぁった／ 

       降ってたった／ 

       降ってだった／        （今は降っていない） 

       降ってらった。    （雪が降っていた） 

 

■推量の表現に，「～べ」「～ごった（青森県･岩手県）」があります。 

 ［例］妹ぁ きたべ／きたったべ／ 

       きたごった。     （妹が来ただろう） 

 ［例］そのうづぃ くべー／ 

          くべ／ 

          くっぺ／ 

          くんべ。  （そのうちに来るだろう） 

 ［例］そのうづぃ くるごった／ 

          くっこった。（そのうちに来るだろう） 

 

■勧誘の表現に「～べ／ぺ」があります。 

 ［例］一緒に ご飯 くーべ／ 

           くべ／ 

           くっぺ。  （ご飯を食べよう） 

 ［例］一緒に テレビ みるべ／ 

            みべ／ 

            みっぺ。 （テレビを見よう） 

 

■文末の表現に，次のような表現があります。地域によって，

語形やニュアンスに微妙な違いがあります。 

・青森県(太平洋側)や岩手県など 
 ［例］急ぬ言われでも 困るじゃ。（急に言われても困るよ） 

 ［例］最初の話とぁ つがるじぇ。（最初の話とは違うぞ） 

・宮城県など 
 ［例］こっつの方ぁ いーっちゃ。（こっちの方がいいよね） 

 ［例］学校さ 行ってきたかわ？（学校に行ってきたかね？） 

・福島県など 
 ［例］いー天気だない／ 

    いー天気だなし。（いい天気だねぇ） 
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■「居る」の「いだ」と同じように，文脈※によって，「～て(い)

だ」が過去／現在を表します。共通語で継続を表す「～てい

る」の過去形「～ていた」と同じ形です。また，地域によっ

ていろいろな発音になります。 

 ［例］弟 来てた／ 

      来てだ／ 

      来てら。    （弟が来ている／弟が来ていた） 

 ［例］雪 降ってた／ 

      降ってだ／ 

      降ってら。   （雪が降っている／降っていた） 

 ※文脈：「昨日」「今」などの時間を表す語や，会話の流れや意味を指す。 

 

■「～て(い)だった」で過去を表します。また，地域によって

いろいろな発音になります。 

 ［例］弟ぁ 来てぁった／ 

       来てたった／ 

       来てだった／            （今はいない） 

       来てらった。     （弟が来ていた） 

 ［例］雪ぁ 降ってぁった／ 

       降ってたった／ 

       降ってだった／        （今は降っていない） 

       降ってらった。    （雪が降っていた） 

 

■推量の表現に，「～べ」「～ごった（青森県･岩手県）」があります。 

 ［例］妹ぁ きたべ／きたったべ／ 

       きたごった。     （妹が来ただろう） 

 ［例］そのうづぃ くべー／ 

          くべ／ 

          くっぺ／ 

          くんべ。  （そのうちに来るだろう） 

 ［例］そのうづぃ くるごった／ 

          くっこった。（そのうちに来るだろう） 

 

■勧誘の表現に「～べ／ぺ」があります。 

 ［例］一緒に ご飯 くーべ／ 

           くべ／ 

           くっぺ。  （ご飯を食べよう） 

 ［例］一緒に テレビ みるべ／ 

            みべ／ 

            みっぺ。 （テレビを見よう） 

 

■文末の表現に，次のような表現があります。地域によって，

語形やニュアンスに微妙な違いがあります。 

・青森県(太平洋側)や岩手県など 
 ［例］急ぬ言われでも 困るじゃ。（急に言われても困るよ） 

 ［例］最初の話とぁ つがるじぇ。（最初の話とは違うぞ） 

・宮城県など 
 ［例］こっつの方ぁ いーっちゃ。（こっちの方がいいよね） 

 ［例］学校さ 行ってきたかわ？（学校に行ってきたかね？） 

・福島県など 
 ［例］いー天気だない／ 

    いー天気だなし。（いい天気だねぇ） 
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―おわりに― 
 最後に，この冊子を作成した2011 年 7月から 2012 年 3月

までの間のことをまとめておきたいと思います。 

 この冊子には，先行する 2 種類の試作版があります。試作

版1（2011(平成23)年 9月 13日，ア行～サ行，A5版・全64頁，約

180 部）は，日本ヘルスコミュニケーション学会（2011 年 9月

16‐17 日）・日本方言研究会（2011 年 10 月 21 日）・変異理論研

究会（2011年 10月 22日）・日本語学会（2011年 10月 22-23日）

の参加者と，東北地方の医療関係者に配布しました。 

 試作版 2（2011(平成 23)年 11 月 22 日，ア行～タ行・語形索引・

身体語彙図，A5版・全107頁，約700部）は，大学共同利用機関

シンポジウム2011国語研ブース（2011年11月26日）の来場者，

日本語用論学会（2011 年 12 月 3 日）・日本語文法学会（2011 年

12月4日）・資源共有化研究会（2011年12月16日）・言語系学

会連合総会（2011 年 12 月 23 日）の参加者，東北方言の研究関

係者，東北地方の医療関係者と，被災者支援施設・ボランテ

ィア団体・公立図書館の一部に配布し，国語研究所のホーム

ページに一部を公開しました。 

 試作版 1･2 へのご意見をふまえて，この最終版では，さら

に医療現場向けの内容になるよう工夫しました。オノマトペ

を体調・気分を表すものにしぼり，地域別の身体語彙図と語

形索引・意味別索引を作成しました。大きさも，試作版より

少し小さくしました。 

 今後，別の形でよりよいものをめざしたいと思っています。

お気づきのことがありましたらお知らせください。 

 

 

 

 この冊子の作成にあたり，多くの方にご協力いただきまし

た。本当にありがとうございました。 

 特にお世話になった方々のお名前を記し，心より感謝を申

し上げます（紙幅の都合で敬称略とさせていただきます）。 

 

 試作版等へのコメント 

    日下純男（社団医療法人久仁会 内丸病院） 

    榊 照子（独立行政法人国立病院機構盛岡病院） 

    八島良幸（岩手県立大船渡病院） 

    山浦玄嗣（医療法人隆玄 山浦医院） 

    細田 玲（もりおか復興支援センター） 

    木部暢子（国立国語研究所） 

    三井はるみ（国立国語研究所） 

    吉田雅子（国立国語研究所） 

    鑓水兼貴（国立国語研究所） 

    田中牧郎（国立国語研究所） 

    石川達彦（国立国語研究所） 

 資料整理 沖野修子，尾崎智香，椎名渉子 

 語彙リスト整理 椎名涉子 

 イラスト/デザイン 望月奈都子 

 英訳  ティモシー・J・バンス（国立国語研究所） 

 製版/印刷 株式会社 絢文社 
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